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８
月
の
こ
よ
み

１
日
○金

業
務
別
研
修

（
神
戸
市
・
六
甲
荘
）

11
日
○月
第
５
回
商
工
会
政
策
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

22
日
○金

融
資
問
題
等
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

29
日
○金

商
工
会
基
礎
研
修
会

（
姫
路
商
工
会
議
所
）

主な行事予定『
ハ
モ
料
理
』

淡
路
島
の
夏
の
代
表
的
な
名
物
料
理

は
、な
ん
と
い
っ
て
も
ハ
モ
料
理
で
あ
る
。

南
淡
路
は
ハ
モ
の
メ
ッ
カ
で
、
紀
淡
海

峡
で
捕
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
ハ
モ
の

味
わ
い
は
、
ま
た
格
別
だ
。
新
鮮
な
ハ

モ
を
切
り
身
に
し
、
玉
ネ
ギ
や
焼
き
豆

腐
を
添
え
た
ハ
モ
鍋
は
、
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
、
淡
路
な
ら
で
は
の
絶

品
と
な
っ
て
い
る
。
六
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
の
ハ
モ
は
一
番
美
味
し
く
、
食

通
に
人
気
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
爽
や

か
な
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ハ
モ
の
湯

引
き
や
ハ
モ
す
き
を
味
わ
う
の
も
グ
ル

メ
紀
行
の
お
楽
し
み
。（
写
真
は
観
光

旅
館
「
や
ぶ
萬
」
の
ハ
モ
料
理
）

■
提
供

南
淡
町
商
工
会



▲兵庫県知事・井戸敏三氏など多数の来賓の臨席を得て、
盛大に開催

兵庫県商工連協同組合�

理事長� 土　谷　正　男�

神戸市中央区花隈町6-19　電話078(371)1261(代)

▲毛戸公彦氏
（美方町）

▲提出議案はいずれも可決
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
五
月
二
十

六
日
、
神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て

平
成
十
五
年
度
通
常
総
会
を
開
催
、

県
下
各
地
よ
り
、
商
工
会
会
長
六
十

三
名
が
一
堂
に
会
し
た
。

ま
ず
、
土
谷
会
長
よ
り
開
会
挨
拶

が
あ
り
、
御
津
町
商
工
会
・
中
谷
正

会
長
の
黄
綬
褒
章
受
章
を
称
え
る
と

共
に
、
一
方
で
、
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
で
、
商
工
会
運
営
に
尽
力
し
、

県
連
合
会
の
事
業
運
営
に
協
力
を
得

て
い
る
各
商
工
会
会
長
に
対
し
て
謝

辞
を
述
べ
た
。

資
格
審
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
委

任
状
出
席
九
名
を
含
め
七
十
二
名
の

出
席
を
得
、
総
会
が
有
効
に
成
立
す

る
こ
と
を
報
告
。
引
き
続
き
、
土
谷

会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
各
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

各
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案

平
成
十
四
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

平
成
十
四
年
度
特
別

会
計
の
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

商
工
貯
蓄
共
済
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
に
係
る
保
証
基
金

額
の
確
保
対
策
等
の（
案
）に
つ
い
て

第
四
号
議
案

欠
員
に
伴
う
役
員
の

補
充
選
任
に
つ
い
て

各
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を

行
っ
た
結
果
、
第
一
号
議
案
、
第
二

号
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
商

工
連
協
同
組
合
の
通
常
総
代
会
で
関

連
議
案
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
た
め
、

同
議
案
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
審
議

し
、
再
度
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
四
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
県
青

連
会
長
の
毛
戸
公
彦
氏
（
美
方
町
商

工
会
青
年
部
長
）
が
選
任
さ
れ
、
各

議
案
の
審
議
を
終
了
し
た
。

引
き
続
き
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知

事
ほ
か
、
各
来
賓
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、

井
戸
知
事
は
挨
拶
の
中
で
、
昨
年
度

兵
庫
県
が
調
査
し
た
、
県
下
全
商
店

街･

小
売
市
場
の
調
査
結
果
に
触
れ
、

「
繁
栄
し
て
い
る
商
店
街
に
は
同
じ

特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し

な
が
ら
商
工
会
に
お
い
て
も
主
体
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

最
後
に
柴
田
副
会
長
よ
り
閉
会
挨

拶
が
あ
り
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

県
青
連
通
常
総
会

17
代
会
長
に
毛
戸
公
彦
氏

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
堀
成

志
会
長
）
は
、
五
月
二
十
三
日
、
神

戸
国
際
会
議
場
（
神
戸
市
）
で
、
第

三
十
六
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
県

青
連
会
長
に
毛
戸
公
彦
氏
（
美
方
町

商
工
会
青
年
部
長
）
を
選
出
し
た
。

来
賓
と
し
て
兵
庫
県
知
事
・
井
戸

敏
三
氏
、
歴
代
県
青
連
会
長
等
多
数

を
迎
え
、
提
出
議
案
を
審
議
、
い
ず

れ
も
可
決
し
た
。

当
日
は
、
総
会
に
先
立
ち
、
県
下

七
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
よ
る
『
第
九
回

兵
庫
県
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大

会
』
を
実
施
。「
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
〜
う
わ
ぁ
絶
対
い
や
や
ぁ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
熱
弁
し
た
東
播
磨

地
区
代
表
の
西
山
農
氏
（
吉
川
町
商

工
会
青
年
部
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

九
月
に
京
都
で
開
催
の
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
に

本
県
の
代
表
と
し
て
出
席
す
る
。

ま
た
こ
の
日
、
関
西
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

三
須
久
氏
を
迎
え
、「
商
工
会
地
域

に
お
け
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ

る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
聴
い
た
。
同
氏
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
お
け
る
町
へ
の
影
響
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
ビ

ジ
ュ
ア
ル
的
に
説
明
を
行
っ
た
。



▲役員改選では16名の新役員が選
任される
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新会長
紹介

三三
名名
のの
新新
会会
長長
がが
通通
常常
総総
㈹㈹
会会
でで
誕誕
生生

県県
下下
七七
十十
三三
商商
工工
会会
のの
平平
成成
十十
五五
年年
度度
通通
常常
総総
㈹㈹
会会
がが
、、
四四
月月
下下
旬旬
かか
らら
五五
月月

下下
旬旬
にに
かか
けけ
てて
一一
斉斉
にに
開開
催催
ささ
れれ
、、
次次
のの
三三
名名
のの
方方
がが
新新
しし
くく
商商
工工
会会
長長
にに
就就
任任

ささ
れれ
まま
しし
たた
のの
でで
、、
ごご
紹紹
介介
いい
たた
しし
まま
すす
。。（（
敬敬
称称
略略
、、
順順
不不
同同
））

吉
川
町
商
工
会

大
おお

西
にし

俊
とし

昭
あき

氏

①
昭
和
十
七
年
三
月
三
日

②
㈱
オ
オ
ニ
シ
・
代
表
取
締
役
社
長

③
副
会
長

④
な
し

⑤
ゴ
ル
フ

生
野
町
商
工
会

山
やま

木
き

武
たけ

男
お

氏

①
昭
和
五
年
一
月
二
十
四
日

②
や
ま
き
塗
装
店
・
代
表
者

③
副
会
長

④
生
野
町
観
光
協
会
副
会
長
・
和
田

山
町
納
税
協
会
副
会
長
・
生
野
町

納
税
貯
蓄
組
合
長

⑤
歴
史
・
文
化
財
の
研
究

①
生
年
月
日

②
事
業
所
名
並
び
に
役
職
名

③
商
工
会
で
の
前
職

④
主
な
公
職
名

⑤
趣
味

篠
山
市
篠
山
商
工
会

畑
はた

一
かず

弥
や

氏

①
昭
和
三
十
年
七
月
十
日

②�

資
三
國
屋
呉
服
店
代
表
社
員

③
理
事

④
篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

⑤
読
書
、
食
べ
歩
き

県女性連
通常総会

幹
部
講
習
会

な
ど
も
開
催

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
稲
田

富
子
会
長
）
は
、
五
月
十
六
日
、
神

戸
商
工
会
議
所
内
『
神
商
ホ
ー
ル
』

に
お
い
て
、
第
三
十
六
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
兵
庫
県
副
知
事
・
齋
藤

富
雄
氏
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
四
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
は
、
十
六
名
の
新
役
員
が
選
任

さ
れ
、
会
長
に
は
稲
田
富
子
氏
（
山

崎
町
）
が
再
任
、
四
期
目
に
入
っ
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
幹
部
講
習

会
を
併
せ
て
開
催
。
県
下
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
七
名
に
よ
る
第
五
回
主

張
発
表
大
会
で
は
、
最
優
秀
賞
に
、

よ
さ
こ
い
踊
り
に
よ
る
地
域
振
興
へ

の
取
り
組
み
を
熱
く
語
っ
た
植
木
時

子
氏
（
春
日
町
）
が
受
賞
し
た
。
審

査
委
員
長
で
あ
る
甲
南
大
学
・
西
村

順
二
教
授
か
ら
、
講
評
と
励
ま
し
を

受
け
た
。

な
お
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
植
木

氏
は
、
九
月
四
日
、
大
阪
で
開
催
さ

れ
る
近
畿
大
会
の
出
場
権
を
得
た
。

ま
た
講
習
会
で
は
、県
連
合
会
・
澤

田
専
務
理
事
が
、
今
後
の
女
性
部
活

動
に
対
す
る
期
待
を
込
め
講
演
し
た
。

商工会会員のみなさまへ
ソルベンシー・マージン比率

1123.8％
ソルベンシー・マージン比率は
保険業法施行規則第86条、第87
条、第161条、第162条及び第
190条、平成８年大蔵省告示第
50号の規定に基づいて算出して
おります。

逆 ざ や は

ありません

株式の保有

1.8％(656億円)
一般勘定資産に占める国内株式の
比率はわずか1.8％と、株価下落
の影響は非常に小さくなっています。

基 礎 利 益

545億円
保険本業の収益力を示す指標。
前年度比77.7％の大幅増となり
ました。（前年度307億円）

リスク管理債権

2.16％
リスク債権額は88億円で、貸付
残高に対する比率は2.16％と
なっています。

ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター 0120-3

ミ

7
ナ

2
ジ

2
ブ

6
ロッ

9
ク

インターネットＨＰ ������������	
��	��������

2002年度業績報告より （2003年３月末現在）

2002年度の業績は、生命保険業界を取り巻く厳しい経済環
境が続くなか、弊社は財務体質の強化、収益力の向上、顧客
満足度の向上に取組み、順調な成果をあげることができました。
皆さまの幅広いご愛顧、ご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

ジブラルタ生命保険株式会社

2002年度業績

個人保険新契約高
（個人年金保険を含む）

保険料等収入 総 資 産

1兆5,946億円 3,848億円 3兆5,932億円
対前年同期比52.8％増
（前年１兆432億円）

対前年同期比6.0％増
（前年3,631億円）

総資産のほとんどは、
将来、お客様に保険
金をお支払いするた
めの原資となる「責
任準備金」です。

格 付 け
国際的な格付会社からも高い評価を受けています。

ムーディーズ社
保険財務格付け ��

Ｓ＆Ｐ社
保険財務力格付け �

（2003年３月末現在）

格付けは格付け会社の意見であり、保険金支払い等について保証を行う
ものではありません。



特 集�

図１
直 接 法

Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー
営業収入 6,000
商品仕入支出 △ 2,000
人件費支出 △ 400
その他営業支出 △ 100
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
営業活動によるキャッシュフロー 3,500

Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー
有形固定資産の取得支出 △ 3,000
有形固定資産の売却収入 600
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
投資活動によるキャッシュフロー △ 2,400

Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー
長期借入による収入 7,000
長期借入金の返済支出 △ 1,000
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
財務活動によるキャッシュフロー 6,000

Ⅳ．現金及び現金同等物の増加額 7,100
Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 6,800
Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高 13,900

間 接 法
Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー
税引前当期純利益 2,300
減価償却費 200
売上債権の増加額 △ 4,000
仕入債務の増加額 5,000
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
営業活動によるキャッシュフロー 3,500

Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー
有形固定資産の取得支出 △ 3,000
有形固定資産の売却収入 600
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
投資活動によるキャッシュフロー △ 2,400

Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー
長期借入による収入 7,000
長期借入金の返済支出 △ 1,000
・・・・・・ ×××
・・・・・・ ×××
財務活動によるキャッシュフロー 6,000

Ⅳ．現金及び現金同等物の増加額 7,100
Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 6,800
Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高 13,900
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平
成
十
二
年
三
月
期
以
降
、
上
場
株

式
企
業
に
お
い
て「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
」（
以
下「
Ｃ
Ｆ
計
算
書
」と
い
う
）

の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
以
来
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」（
以
下「
Ｃ
Ｆ
」

と
い
う
）
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経

営
」（
以
下「
Ｃ
Ｆ
経
営
」と
い
う
）
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
、
企

業
経
営
に
お
い
て
は
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｆ
」
と
は
、
現
金
及
び
現
金
同
等

物
（
こ
こ
で
は
簡
単
に
現
金
預
金
と
し

ま
す
）
の
増
加
又
は
減
少
を
意
味
し
、

「
Ｃ
Ｆ
経
営
」
と
は
、
簡
単
に
い
う
と

現
金
預
金
の
増
減
を
管
理
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

従
来
、
企
業
の
経
営
状
況
を
把
握
す

る
指
標
と
し
て
は
、
損
益
計
算
書
（
一

定
期
間
の
経
営
の
結
果
、
利
益
な
の
か

損
失
な
の
か
を
示
す
表
）
と
貸
借
対
照

表
（
決
算
日
に
お
け
る
財
政
状
態
を
示

す
表
）
に
基
づ
く
分
析
か
ら
で
し
た
。

し
か
し
、
損
益
計
算
書
は
経
営
成
績
や

取
引
規
模
を
見
る
に
は
分
か
り
や
す
い

指
標
で
す
が
、
現
金
預
金
等
が
ど
の
よ

う
に
動
い
た
か
分
か
ら
な
い
欠
点
が
あ

り
、
ま
た
貸
借
対
照
表
は
決
算
日
時
点

の
残
高
の
み
を
示
す
表
で
す
か
ら
、
財

務
安
全
性
や
債
務
支
払
能
力
を
合
理
的

に
判
断
す
る
の
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
残
高
に
至
っ
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
Ｃ
Ｆ
計
算
書
と

い
う
も
の
で
、「
現
金
預
金
等
」
の
期
首

と
期
末
の
残
高
の
増
減
の
原
因
を
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
分
析
し
た
資
金
収

支
の
計
算
書
で
す
。

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
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書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

Ｃ
Ｆ
計
算
書
は
、
現
金
預
金
の
増
減

を
そ
の
増
減
理
由
ご
と
に
、
Ⅰ
営
業
活

動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
、
Ⅱ
投
資
活
動
に
よ
る

Ｃ
Ｆ
、
Ⅲ
財
務
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の
三

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
ま
す
。
そ

の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
、
Ⅰ

営
業
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
に
は
、

直
接
法
と
間
接
法
と
い
う
二
つ
の
表
示

方
法
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

直
接
法
と
は
、
営
業
収
入
、
商
品
仕

入
や
人
件
費
支
出
等
、直
接
的
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
の
動
き
を
見
る
方
法
で
、
企
業
の

営
業
活
動
に
係
る
Ｃ
Ｆ
が
総
額
で
表
示

さ
れ
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

間
接
法
は
、
損
益
計
算
書
上
の
税
引

前
当
期
純
利
益
か
ら
、
減
価
償
却
費
等

の
非
資
金
損
益
項
目
、
棚
卸
資
産
の
増

減
、
売
掛
債
権
・
仕
入
債
務
の
増
減
等

を
、
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
か
ら

誘
導
的
に
計
算
し
て
い
く
方
法
で
、
会

計
上
の
利
益
と
資
金
の
増
減
の
性
格
の

違
い
、
そ
の
差
異
原
因
を
把
握
し
や
す

い
と
い
う
長
所
が
あ
り
、
実
務
上
も
直

接
法
に
比
べ
作
成
し
や
す
い
の
で
、
間

接
法
を
採
用

す
る
企
業
が

多
い
よ
う
で
す
。

直
接
法
と

間
接
法
の
ど

ち
ら
を
採
用

し
て
も
、
Ⅰ

営
業
活
動
に

よ
る
Ｃ
Ｆ
の

区
分
の
合
計

額
は
一
致
し

ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
は

間
接
法
を
用

い
て
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
Ⅰ

営
業
活
動
に

よ
る
Ｃ
Ｆ
の

区
分
に
は
、

企
業
の
売
上

高
、
売
上
原
価
、
販
売
費
等
の
営
業
損

益
の
対
象
と
な
っ
た
取
引
に
係
る
Ｃ
Ｆ

を
見
る
区
分
で
、
企
業
が
外
部
か
ら
の

資
金
調
達
に
頼
ら
ず
、
営
業
能
力
を
維

持
し
、
自
己
の
営
業
活
動
か
ら
ど
れ
だ

け
の
現
金
預
金
を
獲
得
し
た
か
を
示
す

最
も
重
要
な
情
報
に
な
り
ま
す
。

Ⅱ
投
資
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
に

は
、
有
形
固
定
資
産
の
取
得
や
売
却
等

に
係
る
Ｃ
Ｆ
を
記
載
す
る
区
分
で
、
将

来
の
利
益
獲
得
及
び
資
金
運
用
の
た
め

に
、
ど
の
程
度
の
資
金
を
支
出
し
又
は

回
収
を
し
た
か
を
示
す
情
報
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
財
務
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
に

は
、
借
入
金
に
よ
る
資
金
の
調
達
及
び

返
済
等
が
記
載
さ
れ
る
区
分
で
、
営
業

活
動
及
び
投
資
活
動
を
維
持
す
る
た
め

に
ど
の
程
度
の
資
金
を
調
達
又
は
返
済

し
た
の
か
を
示
す
情
報
と
な
り
ま
す
。
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分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
析析析析析析析析析析析析析析析析析析析

具
体
例
と
し
て
、
架
空
の
Ａ
社
の
平

成
十
三
年
度
と
平
成
十
四
年
度
の
二
期

分
の
要
約
貸
借
対
照
表
、
要
約
損
益
計



図２ Ａ社 要約貸借対照表 13年度（単位：万円）

【資産の部】
Ⅰ．流動資産 (75,829)
現金預金 8,175
売掛債権 54,117
商品 8,019
・・・・・ ×××
・・・・・ ×××

Ⅱ．固定資産 (17,567)
建物 ×××
土地 ×××

資産の部合計 93,396

【負債の部】
Ⅰ．流動負債 (42,421)
買掛債務 9,299
短期借入金 7,973
・・・・・ ×××

Ⅱ．固定負債 (35,148)
長期借入金 33,084
・・・・・ ×××

負債の部合計 77,569
Ⅰ．資本金 (×××)
・・・・・ ×××
・・・・・ ×××

資本の部合計 15,827
負債資本の部合計 93,396

Ａ社 要約損益計算書 13年度（単位：万円）

Ⅰ．売上高 58,717
Ⅱ．売上原価 22,268

売上総利益 31,732
Ⅲ．販売費及び一般管理費

減価償却費 342
その他費用 29,883 30,225

営業利益 1,507
Ⅳ．営業外収益 4,329
Ⅴ．営業外費用 5,114

経常利益 722
Ⅵ．特別利益 531
Ⅶ．特別損失 122

税引前当期純利益 1,131

Ａ社 要約貸借対照表 14年度（単位：万円）

【資産の部】
Ⅰ．流動資産 (84,372)
現金預金 9,157
売掛債権 65,153
商品 5,538
・・・・・ ×××
・・・・・ ×××

Ⅱ．固定資産 (16,136)
建物 ×××
土地 ×××

資産の部合計 100,508

【負債の部】
Ⅰ．流動負債 (38,657)
買掛債務 8,481
短期借入金 6,081
・・・・・ ×××
Ⅱ．固定負債 (43,080)
長期借入金 40,946
・・・・・ ×××

負債の部合計 81,737
Ⅰ．資本金 (×××)
・・・・・ ×××
・・・・・ ×××
資本の部合計 18,771
負債資本の部合計 100,508

Ａ社 要約損益計算書 14年度（単位：万円）

Ⅰ．売上高 58,199
Ⅱ．売上原価 27,412

売上総利益 30,787
Ⅲ．販売費及び一般管理費

減価償却費 338
その他費用 27,215 27,553
営業利益 3,234

Ⅳ．営業外収益 3,010
Ⅴ．営業外費用 5,128

経常利益 1,116
Ⅵ．特別利益 668
Ⅶ．特別損失 1,355

税引前当期純利益 429

図３
Ａ社 要約キャッシュフロー計算書13年（単位：万円）

Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー
税引前当期純利益 1,131
減価償却費 342
売上債権の増加額 △ 6,112
棚卸資産の増加額 △ 935
仕入債務の増加額 604
・・・・・・ ×××
営業活動によるキャッシュフロー △ 4,971
Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー
有形固定資産の取得支出 △ 5,201
有形固定資産の売却収入 4,939
・・・・・・ ×××
投資活動によるキャッシュフロー 301
Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー
短期借入金純減少額 △ 5,301
長期借入による収入 18,625
長期借入金の返済支出 △10,149
・・・・・・ ×××
財務活動によるキャッシュフロー 3,163
Ⅳ．現金及び現金同等物の増加額 △ 1,507
Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 9,682
Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高 8,175

Ａ社 要約キャッシュフロー計算書14年（単位：万円）

Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー
税引前当期純利益 429
減価償却費 338
売上債権の増加額 △11,036
棚卸資産の減少額 2,481
仕入債務の減少額 △ 818
・・・・・・ ×××
営業活動によるキャッシュフロー △ 7,606

Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー
有形固定資産の取得支出 △ 8,312
有形固定資産の売却収入 6,178
・・・・・・ ×××
投資活動によるキャッシュフロー 1,615

Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー
短期借入金純減少額 △ 1,892
長期借入による収入 20,531
長期借入金の返済支出 △12,669
・・・・・・ ×××
財務活動によるキャッシュフロー 6,973

Ⅳ．現金及び現金同等物の増加額 982
Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高 8,175
Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高 9,157
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算
書
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
ま
し
た
。（
図
２
）

ま
ず
、
要
約
貸
借
対
照
表
で
す
が
、

十
三
年
度
・
十
四
年
度
と
も
流
動
比
率

（
企
業
の
短
期
的
な
資
金
繰
り
・
支
払

能
力
を
判
断
す
る
指
標
で
、
流
動
資
産

÷
流
動
負
債
×
一
〇
〇
％
で
算
出
し
、

理
想
は
二
〇
〇
％
以
上
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。）は
、一
七
〇
％
を
超
え
て
お
り
、

支
払
能
力
は
問
題

な
さ
そ
う
に
見
え

ま
す
。ま
た
、要
約

損
益
計
算
書
上
で

も
十
四
年
度
は
十

三
年
度
に
比
べ
当

期
純
利
益
は
減
っ

て
い
る
も
の
の
、

営
業
利
益
は
上
昇

し
て
い
る
の
で
、

業
績
も
悪
く
な
さ

そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の

Ａ
社
の
二
期
分
の

Ｃ
Ｆ
計
算
書
（
図

３
）
を
見
て
み
ま

す
と
、
本
来
、
企

業
が
営
業
活
動
を

行
う
上
で
最
も
充

実
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
の

Ⅰ
営
業
活
動
に
よ

る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
が
、

二
期
連
続
で
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
Ⅰ
営
業
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ

の
区
分
が
二
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
と
そ
の
企
業
は
倒
産
す
る
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
で
す
の
で
、
こ
の
Ａ
社
は
危

険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
Ｃ
Ｆ
計
算
書
は

間
接
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

Ⅰ
営
業
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
原
因
が
、
売
上

債
権
の
増
加
額
で
あ
る
こ
と
も
読
み
取

れ
ま
す
。

要
約
損
益
計
算
書
上
で
利
益
が
出
て

い
る
の
は
、
売
上
債
権
の
信
用
取
引
に

よ
り
多
く
の
売
上
高
が
計
上
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
に
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
の
裏
付
け
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
黒
字

倒
産
」
に
向
か
う
典
型
的
な

例
示
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
十
三
年
度
・
十
四
年
度
の

期
末
の
現
金
預
金
残
高
が
あ

る
の
は
、
Ⅲ
財
務
活
動
に
よ

る
Ｃ
Ｆ
の
区
分
で
の
借
入
金

に
よ
る
収
入
が
多
い
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
Ａ
社
は
か
な
り

銀
行
に
依
存
し
て
生
き
延
び

て
い
る
こ
と
が
Ｃ
Ｆ
計
算
書

か
ら
理
解
す
る
事
が
で
き
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｆ
計
算

書
か
ら
は
企
業
実
態
を
浮
き

彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

Ｃ
Ｆ
と
損
益
計
算
書
上
の
利

益
と
の
違
い
を
見
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
示
で
は
、
売
上
債
権
を

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
に
も
中
小
企
業
経
営
者

な
ら
す
ぐ
に
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
例

え
ば
期
末
の
棚
卸
資
産
を
多

く
評
価
し
て
損
益
計
算
書
上
の
利
益
を

上
げ
て
も
、
Ｃ
Ｆ
計
算
書
上
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
表
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
利

益
は
企
業
の
経
営
者
の
意
見
や
考
え
が

反
映
さ
れ
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
現

実
と
な
っ
て
表
れ
て
き
ま
す
。

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ののののののののののののののののののの
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

先
ほ
ど
の
Ａ
社
の
例
示
だ
け
を
見
て

い
る
と
、
Ⅰ
営
業
活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
の

区
分
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
売
上

を
伸
ば
し
、
売
掛
債
権
の
回
収
期
日
を

短
く
し
、
反
対
に
買
掛
責
務
の
支
払
期

日
を
延
ば
し
、
期
末
棚
卸
資
産
在
庫
を

減
ら
す
」
と
い
う
こ
と
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
わ

ざ
わ
ざ
Ｃ
Ｆ
計
算
書
を
作

ら
ず
と
も
、
中
小
企
業
経

営
者
な
ら
当
た
り
前
の
話

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｃ
Ｆ
計
算
書
を
作
成
す

る
目
的
は
、
企
業
の
資
金

獲
得
能
力
や
支
払
能
力
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
に
資
金
を
創

出
す
る
能
力
を
極
大
化
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

効
率
良
く
資
金
を
分
配
し

運
用
す
る
か
を
計
画
し
、

そ
れ
を
実
行
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
見
直
し
や
改
善
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
経
営

管
理
体
制
の
整
備
・
強
化

や
将
来
の
進
路
の
明
確
化

を
図
る
た
め
の
経
営
計
画
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
Ｃ
Ｆ
計
算
書
は
上
場
株
式
企

業
に
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
中
小
企
業
と
し
て
も
作
成
す
る
事

に
よ
っ
て
自
社
の
実
態
把
握
や
信
用
力

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。



▲地元で採れた山菜などを食材に、観光客たちは舌鼓

▲自慢の腕をふるう女性部員

▲能｢大江山｣に熱気は最高潮

貯めて、使える。�

▲熱心に話を聴く受講生
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一一一一

商
工
会
だ
よ
り
一一一一

今田の里の�
　　　ごはんを楽しむ�
今田の里の�
　　　ごはんを楽しむ�

〈篠山市今田町女性部〉�

地
元
で
採
れ
た
山
菜
な
ど
を
調
理

し
、
訪
れ
た
観
光
客
に
振
舞
う
と
い

う「
今
田
の
里
ご
は
ん
を
楽
し
む
会
」

が
、
五
月
三
日
、
篠
山
市
今
田
町
商

工
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
同
商
工
会
女
性
部
（
市

野
清
美
部
長
）
が
、
食
生
活
の
改
善

を
通
じ
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目

指
す
「
い
ず
み
会
今
田
ブ
ロ
ッ
ク
」

と
と
も
に
、
今
田
の
特
色
を
活
か
し

な
が
ら
、
人
と
人
と
の
交
流
を
深
め

よ
う
と
企
画
し
た
も
の
。
市
内
外
か

ら
約
三
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

用
意
さ
れ
た
食
材
は
、
つ
く
し
・

た
け
の
こ
・
よ
も
ぎ
・
タ
ラ
ノ
メ
・

ウ
ド
・
ゆ
き
の
し
た
・
わ
ら
び
な
ど

で
、
地
区
内
の
山
野
に
生
え
る
約
二

十
種
類
。
て
ん
ぷ
ら
や
和
え
物
、
黒

豆
ご
は
ん
な
ど
に
参
加
者
は
、
興
味

深
く
口
に
運
び
、
見
た
目
か
ら
想
像

の
つ
か
な
い
味
に
満
足
気
。

参
加
者
は
、
思
い
思
い
の
料
理
を

手
に
と
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
び
、

食
感
を
楽
し
み
な
が
ら
、
話
を
弾
ま

せ
て
い
た
。

幽
玄
の
世
界
に�

　
　
　 

６
５
０
人�

幽
玄
の
世
界
に�

　
　
　 

６
５
０
人�

〈山南町〉�

山
南
狭
宮
薪
能�

昨
年
、
約
二
百
年
振
り
に
復
活
し

た
「
山
南
狭
宮
薪
能
」
が
、
五
月
十

八
日
、
山
南
町
の
狭
宮
神
社
舞
堂

（
能
舞
台
）
で
上
演
さ
れ
た
。

同
町
商
工
会
（
下
田
雄
司
会
長
）

が
地
元
住
民
と
協
力
し
て
、
今
年
も

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
約
六
百
五
十

人
が
幽
玄
の
世
界
を
堪
能
し
た
。

満
席
と
な
っ
た
観
能
席
を
前
に
、

舞
囃
子
「
野
守
」
が
始
ま
り
、
狂
言
、

能
と
続
い
た
。
狂
言
「
清
水
」
で
は

軽
妙
な
セ
リ
フ
の
や
り
と
り
に
、
会

場
か
ら
は
笑
い
が
起
き
て
い
た
。
能

「
大
江
山
」
が
始
ま
る
と
、
熱
気
は

最
高
潮
に
な
り
、
源
頼
光
と
酒
天
童

子
と
の
戦
い
に
、
観
客
は
舞
台
に
釘

付
け
と
な
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン�

　
　
ス
ク
ー
ル
を
開
講�

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン�

　
　
ス
ク
ー
ル
を
開
講�

〈
三
田
市
〉�

三
田
市
商
工
会（
濱
井
治
三
会
長
）

は
、
五
月
十
七
日
か
ら
六
月
二
十
八

日
の
土
曜
日
、
同
商
工
会
館
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し

て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
に
は
、
こ
れ
か
ら
事
業

を
始
め
よ
う
と
す
る
人
、
定
年
を
間

近
に
控
え
自
分
の
こ
れ
か
ら
を
模
索

す
る
人
な
ど
の
二
十
名
が
集
っ
た
。

講
師
に
は
、
中
小
企
業
診
断
士
、

税
理
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
を
招

聘
し
、
創
業
に
必
要
な
知
識
の
習
得

や
、
事
業
計
画
等
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
す
る
演
習
も
行
う
。
最
終
日
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
講
師

も
参
加
の
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
。

な
お
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
三
田

市
の
受
託
業
務
の
一
つ
と
し
て
「
三

田
市
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業

務
」
を
平
成
十
二
年
六
月
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
開
講

さ
れ
た
も
の
。



▲炭火焼での実演販売

▲県境を越えた観光振興を狙いに

▲激励の言葉を述べる土谷会長

▲交通事故防止キャンペーンを行った女性部
員たち。写真中央右は古川商工会長。

▲
配
布
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
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『
お
通
の
焼
き
も
ち
』
を
販
売�
『
お
通
の
焼
き
も
ち
』
を
販
売�

〈
佐
用
町
女
性
部
〉�

武
蔵
人
気
に
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
る
佐
用
町
の
道
の
駅
ひ

ら
ふ
く
で
、
五
月
二
十
五
日
、「
お

通
の
焼
き
も
ち
」
が
販
売
さ
れ
た
。

焼
き
も
ち
を
焼
い
た
の
は
、
同
町

商
工
会
女
性
部（
坂
本
ひ
と
み
部
長
）

の
部
員
た
ち
。

一
本
の
串
に
小
も
ち
を
３
個
串
刺

し
、
味
は
「
黄
な
粉
」「
し
ょ
う
油
」

「
餡
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
串
の
持

ち
手
に
は
、
お
通
の
イ
ラ
ス
ト
の

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
食
べ
や
す
く
な
っ

て
お
り
、
一
串
二
百
円
で
販
売
し
た
。

同
部
員
た
ち
は
お
客
さ
ん
と
会
話

を
し
な
が
ら
、
炭
火
焼
で
の
実
演
販

売
。
休
憩
す
る
時
間
も
な
い
ほ
ど
の

売
れ
行
き
と
な
り
、
部
員
た
ち
は
う

れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。『
お
客
か

ら
は
「
ど
の
人
が
お
通
さ
ん
？
み
ん

な
美
人
ば
っ
か
り
や
な
〜
」
の
一
声

に
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
』
と
女
性
部
員
。

予
定
し
た
数
量
は
早
い
時
間
で
完

売
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
女
性
部

は
、
さ
ら
に
工
夫
な
ど
を
凝
ら
し
、

町
の
特
産
品
の
一
つ
に
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

観
光
マ
ッ
プ
で�

　 

ふ
れ
あ
い
の
旅
を�

観
光
マ
ッ
プ
で�

　 

ふ
れ
あ
い
の
旅
を�

〈
千
種
町
〉�

兵
庫
・
岡
山
・
鳥
取
の
県
境
に
位

置
す
る
五
町
村
で
構
成
し
て
い
る

「
近
県
商
工
会
地
域
振
興
協
議
会
」

は
、「
近
県
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
」
を

作
成
、
県
境
を
越
え
た
観
光
振
興
を

図
っ
て
い
る
。

同
協
議
会
は
、
兵
庫
・
千
種
町
、

岡
山
・
大
原
町
、
東
粟
倉
村
、
西
粟

倉
村
、
鳥
取
・
智
頭
町
で
結
成
さ
れ
、

隣
接
す
る
商
工
会
が
後
継
者
問
題
を

主
眼
に
、互
い
に
意
見
・
情
報
交
換
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
地
域

商
工
業
の
振
興
発
展
に
努
め
て
い
る
。

今
回
作
成
し
た
地
図
は
、
千
種
町

た
た
ら
の
里
学
習
館
な
ど
五
町
村
の

代
表
的
な
史
跡
、
景
勝
地
な
ど
を
写

真
で
紹
介
。

ま
た
、
五
町
村
を
広
域
的
に
連
絡

す
る
鉄
道
や
道
路
網
の
ほ
か
、
今
人

気
の
宮
本
武
蔵
が
イ
ラ
ス
ト
で
記
載

さ
れ
て
い
る
。

計
一
万
部
を
作
成
し
、
千
種
町
の

道
の
駅
ち
く
さ
な
ど
の
観
光
施
設
で

無
料
配
布
し
て
い
る
。

新
入
社
員
交
流
会�

　
働
く
若
い
力
に
期
待�

新
入
社
員
交
流
会�

　
働
く
若
い
力
に
期
待�

〈
柏
原
町
〉�

「
働
く
若
人
を
励
ま
す
つ
ど
い
」

が
、
五
月
十
四
日
、
柏
原
町
商
工
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
柏
原
町
商
工
会

（
土
谷
正
男
会
長
）
な
ど
が
開
催
し

た
も
の
で
、
今
春
、
同
町
内
の
事
業

所
に
就
職
し
た
二
十
九
人
の
出
席
が

あ
っ
た
。

式
典
に
は
、
梅
垣
隆
柏
原
町
長
、

土
谷
会
長
も
出
席
、
柏
原
の
町
で
働

く
若
人
に
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

式
典
後
、
参
加
者
は
か
い
ば
ら
生

涯
学
習
の
森
な
ど
の
町
内
施
設
を
見

学
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
少
し
緊
張
気

味
だ
っ
た
参
加
者
も
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
話
番

号
や
名
刺
の
交
換
で
意
気
投
合
す
る

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
で�

　
　
　
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る�

マ
ス
コ
ッ
ト
で�

　
　
　
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る�

〈市川町〉�女性部�

市
川
町
商
工
会
女
性
部
（
上
尾
明

美
部
長
）
は
、
交
通
安
全
週
間
中
の

五
月
十
三
日
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
マ
ス
コ
ッ

ト
を
配
布
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
始
め

て
い
る
が
、
今
回
は
、
同
町
交
通
対

策
協
議
会
の
交
通
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
。

帽
子
の
形
の
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
に

は
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
標
語
の

札
を
つ
け
て
、
二
百
個
を
作
成
。
部

員
た
ち
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
ジ
ュ
ー

ス
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
手
渡
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
さ
れ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、「
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
運
転
し
ま
す
」
と
、
早
速
、

安
全
運
転
に
努
め
て
い
た
。



〔信用金庫はますます便利になりました〕�
「しんきんキャッシュカード」が１枚あれば全国どこの信用金庫をご利
用いただいてもＡＴＭの入出金手数料はいただきません。�

尼
崎
信
用
金
庫�

淡
路
信
用
金
庫�

神
戸
信
用
金
庫�

但
馬
信
用
金
庫�

但
陽
信
用
金
庫�

中
兵
庫
信
用
金
庫�

西
兵
庫
信
用
金
庫�

日
新
信
用
金
庫�

播
州
信
用
金
庫�

姫
路
信
用
金
庫�

兵
庫
信
用
金
庫�

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）�

▲オープン当日のテープカット

▲川西市内の空き店舗を借り上げ、市民の手作り工芸品を
委託販売する

▲モノを介して心と心の会話

▲商売繁盛の神だのみ▲個性的な手作りの商品に目移りも
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地
域
の
人
が
趣
味
で
作
っ
た
も
の

を
、
店
舗
に
お
い
て
販
売
し
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
五

月
三
十
一
日
、
川
西
市
商
工
会
青
年

部
（
榎
本
俊
範
部
長
）
は
、
委
託
販

売
を
す
る
店
「
創つ

く

っ
店て

ん

」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

こ
れ
は
、
同
青
年
部
が
創
立
三
十

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
同
市
内

の
空
き
店
舗
を
来
年
三
月
末
ま
で
借

り
上
げ
、
手
作
り
品
を
募
集
し
委
託

販
売
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
地
域

住
民
の
、
今
ま
で
趣
味
で
し
か
な

か
っ
た
「
モ
ノ
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
作
り
手
と
買
い
手
（
使
い
手
）

を
結
び
つ
け
、
創
作
意
欲
を
高
め
た

り
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
文
化
・

芸
術
の
意
識
高
揚
と
芸
術
活
動
を
奨

励
す
る
こ
と
も
狙
い
の
一
つ
。

借
り
上
げ
た
店
舗
内
部
は
、
予
想

し
て
い
た
よ
り
、
汚
れ
が
あ
っ
た
が
、

青
年
部
は
、
も
と
も
と
、
異
業
種
の

集
ま
り
で
、
建
築
屋
、
電
気
屋
、
ガ

ス
水
道
屋
な
ど
の
部
員
が
一
丸
と

な
っ
て
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

部
員
た
ち
は
仕
事
の
合
間
の
店
作
り

だ
っ
た
が
、
約
一
ヶ
月
を
か
け
て
開

店
さ
せ
た
。

「
あ
な
た
が
作
っ
た
創
作
品
を
商

品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
市

民
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
約
三
十

人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

売
り
場
面
積
は
約
七
十
平
方
㍍
で
、

店
内
に
は
茶
器
や
花
瓶
な
ど
の
陶
器
、

布
製
の
タ
オ
ル
ハ
ン
ガ
ー
や
小
銭
入

れ
、
和
紙
の
は
が
き
と
い
っ
た
手
作

り
の
作
品
約
三
百
五
十
点
が
並
ん
で

い
る
。
商
品
に
は
制
作
時
の
苦
労
や

特
徴
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
個
性
的
な
温
か
み
の
あ

る
作
品
で
、
来
店
し
た
人
は
、
自
分

の
気
に
入
っ
た
も
の
を
二
つ
三
つ
と

買
い
求
め
て
い
た
。

同
青
年
部
は
、
来
年
二
月
ま
で
、

出
品
者
を
随
時
、
募
集
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
自
分
の
作
品
を
売
っ
て
い

る
「
プ
ロ
」
で
な
い
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
。「
創つ

く

っ
店て

ん

」
は
、
月
・

火
曜
日
が
休
み
で
、
水
〜
金
曜
は
午

前
十
時
〜
午
後
五
時
、
土
・
日
曜
は

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
。

な
お
、「
創つ

く

っ
店て

ん

」
の
問
い
合
わ

せ
、
出
品
希
望
は
、
川
西
市
商
工
会

（�

０
７
２
・
７
５
９
・
８
２
２
２
）

ま
で
。

〔
昭和33年３月10日
第３種郵便物認可

〕　　　第　551　号 兵庫県商工連会報 平成15年６月20日
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